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ダイヤはお断り無しに変更する場合があります。
詳しくは、ＡＮＡホームページをご確認ください。

2019年3月30日㈯
ご搭乗分まで発売中！

日帰りでも東京滞在約12時間！！

米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！

羽田空港米子鬼太郎空港 米子鬼太郎空港
2018年11月1日～2018年11月30日
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境
港
商
工
会
議
所
は
、
２
０
１
８
年
度（
第
16
回
）「
境
港

商
工
会
議
所
地
域
振
興
賞
」
の
受
賞
団
体
を
境
港
天
然
本
マ

グ
ロ
Ｐ
Ｒ
推
進
協
議
会（
岩
田
祐
二
会
長
）に
決
定
。
11
月
５

日
に
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

大人気の販売コーナーで奮闘する推進協議会メンバー
＝第８回境港まぐろ感謝祭

目
的
と
し
て
、
恒
例
と
な
っ

た
「
境
港
ま
ぐ
ろ
感
謝
祭
」

を
は
じ
め
と
し
た
各
種
の
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
の
立
ち
上
げ
と
、

そ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
き
っ
か
け

に
し
て
、
天
然
本
マ
グ
ロ
の

水
揚
げ
シ
ー
ズ
ン
に
は
必
ず

市
内
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
店
頭

に
マ
グ
ロ
の
切
り
身
や
刺
身

が
並
び
、
解
体
シ
ョ
ー
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
集
客
を
行
う

店
舗
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
や
境
港
名
物
と

し
て
定
着
し
て
い
る
「
ま
ぐ

ろ
ラ
ー
メ
ン
」
を
は
じ
め
、

境
港
市
内
料
理
店
で
の
マ
グ

ロ
料
理
の
提
供
な
ど
、
地
元

で
の
消
費
拡
大
と
全
国
的
な

知
名
度
向
上
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
地
元
幼
稚
園
や

高
校
生
な
ど
を
対
象
と
し
た

事
業
、
家
庭
で
の
消
費
を
促

進
す
る
た
め
の
事
業
、
マ
グ

ロ
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
製
作
な
ど

の
活
動
が
地
元
に
も
着
実
に

浸
透
。
境
港
産
の
天
然
本
マ

グ
ロ
を
さ
ら
に
全
国
的
に
知

ら
し
め
、
消
費
の
拡
大
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
地
域
振
興
賞
は
、
地
域
社

会
の
た
め
に
地
道
な
取
り
組

み
を
し
、
そ
の
活
動
が
他
の

模
範
と
な
っ
て
い
る
団
体

(

グ
ル
ー
プ)

や
個
人
を
表

彰
し
よ
う
と
、
境
港
商
工
会

議
所
が
２
０
０
３
年
に
創
設

し
た
も
の
で
、
昨
年
は
庄
司

信
吉
氏
と
さ
か
い
み
な
と
中

野
港
漁
村
市
実
行
委
員
会
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　
境
港
天
然
本
マ
グ
ロ
Ｐ
Ｒ

推
進
協
議
会
は
２
０
１
０
年

に
発
足
。
以
来
、
マ
グ
ロ
資

源
の
管
理
推
進
と
「
天
然
本

マ
グ
ロ
の
水
揚
げ
量
が
日
本

一
」
で
あ
る
こ
と
の
Ｐ
Ｒ
を

本
マ
グ
ロ
P
R
推
進
協
が
受
賞

本
マ
グ
ロ
P
R
推
進
協
が
受
賞

２
０
１
８
年
度
境
港
商
議
所
地
域
振
興
賞

　
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
大
規

模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
完
成
を

記
念
し
、
囲
碁
の
頂
点
を
決

す
る
タ
イ
ト
ル
戦
「
第
43
期

棋き

聖せ
い

戦
境
港
大
会
」
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
対
局
は
２
０
１
９
年
１
月

21
日
と
22
日
の
２
日
間
、
夢

み
な
と
タ
ワ
ー
特
別
会
議
室

(

竹
内
団
地)

で
行
わ
れ
ま

す
。
同
日
、
同
タ
ワ
ー
３
階

シ
ア
タ
ー
で
は
、
大
盤
解
説

会
も
開
催
。

　「
棋
聖
戦
」(

主
催
＝
読
売

新
聞
社
、
日
本
棋
院
、
関
西

棋
院)
は
、
１
９
７
６
年
に

創
設
さ
れ
、
優
勝
賞
金
額
は

４
５
０
０
万
円
。
国
内
タ
イ

ト
ル
の
最
高
位
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
境
港
で
こ
う
し
た
ビ

ッ
グ
タ
イ
ト
ル
の
対
局
が
行

わ
れ
る
の
は
、
初
め
て
の
こ

と
で
す
。

　
現
在
の
棋
聖(

タ
イ
ト
ル

ホ
ル
ダ
ー)

は
、
井
山
裕
太

氏(
29
歳)

。
わ
ず
か
12
歳

(
中
学
１
年
生)

で
プ
ロ
入

り
し
て
以
降
、
そ
れ
ま
で
の

日
本
囲
碁
界
の
歴
史
を
塗
り

替
え
る
記
録
を
次
々
と
更
新

し
、
史
上
初
の
７
大
タ
イ
ト

ル
独
占
を
２
度
達
成
し
て
い

ま
す
。
井
山
棋
聖
は
す
で
に

棋
聖
を
６
連
覇
し
て
お
り
、

「
名
誉
棋
聖
」
を
名
乗
る
資

格
を
得
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
２
月
に
は
、

こ
う
し
た
空
前
絶
後
の
実
績

な
ど
に
よ
り
、
棋
界
の
発
展

に
寄
与
し
、
多
く
の
国
民
に

夢
と
希
望
と
感
動
を
与
え
た

と
し
て
、
将
棋
界
で
初
の
永

世
七
冠
と
な
っ
た
羽
生
善
治

氏
と
と
も
に
国
民
栄
誉
賞
が

同
時
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
タ
イ
ト
ル
戦
は
井
山
棋
聖

と
挑
戦
者
の
間
で
１
月
か
ら

３
月
に
か
け
て
、
全
国
各
地

で
７
番
勝
負
が
行
わ
れ
、
先

に
４
勝
し
た
ほ
う
が
優
勝
と

な
り
ま
す
。
境
港
大
会
は
、

こ
の
７
番
勝
負
の
う
ち
の
第

２
局
で
す
。

　
現
在
、
こ
の
挑
戦
者
を
決

め
る
挑
戦
者
決
定
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
対
局
前
日
に
は
、
中

海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の

市
民
が
参
加
す
る
囲
碁
大
会

も
併
せ
て
開
催
の
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
境
港

市
の
観
光
資
源
、
水
産
な
ど

を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
と

と
も
に
、
圏
域
住
民
の
日
本

伝
統
文
化
へ
の
興
味
を
深
め

る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
第
43
期
棋
聖

戦
境
港
大
会
実
行
委
員
会

(

境
港
市
観
光
協
会
内
・
☎

47
︱
３
８
８
０)

へ
。

囲碁の頂点を決する戦い

1月21日・22日 夢みなとタワーで開催

第43期 棋聖戦

井山裕太棋聖（右）の7連覇なるか＝昨年開催された第42
期棋聖戦のポスター

忖
そん

度
たく

を
　しすぎて覚

さとり

　　　左遷され
（たまのいわし）

　日本の風土の中では気配りも忖度もできな

い人はエラくなれません。で、左遷されるより、

むしろ栄転する案件だと思うのですが、い

かがでしょうか。

� 選・桝田知身



応 援 し ま す

ご利用について
日時：平日（金曜日を除く）。９：００～１６：００に下記までご連絡ください。
　　　（担当者が産業医等と日程調整します。）
場所：西部医師会館（米子市久米町１３６）

50人未満の事業場で働く人々の健康管理をサポートします

職場の健康管理

西部地域産業保健センター

!!

米子市久米町136（西部医師会館内）
電話0859（22）3570  FAX0859（34）6252

① 健康診断の結果についての医師の意見聴取
② 長時間労働者に対する面接指導
③ ストレスチェックに係る高ストレス者に対する面接指導
④ 労働者の健康管理（メンタルヘルスを含む）に係る相談
⑤ 個別訪問による産業保健指導の実施
⑥ 労働衛生環境改善のアドバイス

無料
ご利用は全て

★登録産業医、登録保健師、労働衛生工学専門員により総合的な
　助言を行います。

改正消費税への対応①

代表社員 松本正福氏

寄稿

軽減税率導入と概要
（税）松本会
計 事 務 所

ち
ょ
っ
と拝 見

井ゲタ竹内

サ
ン
ゴ
の
保
全
活
動
に
貢
献

も
ず
く
原
料
の
安
定
確
保
へ

　写真は、大学を卒業する年度に、寮の幹部で撮った記念写真
です。当時の私たちの正装は学ラン(学生服)でした。
　高校を卒業し、九州の大学に進学。最初は友達を作るという軽
い気持ちで、入学と同時に学生寮に入ったのですが、直後にその
寮が九州一の激しいバンカラな寮であることを知りました。しか
し、時すでに遅し。理想の学生生活と真逆の生活が…。
　結果的には、私の人生観を変える４年間になりました。とにかく、
上下関係が厳しく、地獄のような不条理な日々でした。しかし、い
ざという時に
は先輩は、体
を張って後輩
を守るという

「鉄の掟」も
合わせて学び
ました。
　今から思え
ば、人と人の
つながりの大
切さをこの寮
生活４年間で
学んだ気がします。社会人になってからも、上面ではなく、精神
的なつながりこそ大切だと思って生きてきました。それは、友人は
もちろん会社でも同様です。
　１回生の時の入寮者は20人でしたが、卒業の時には７人になっ
ていました。４年間の激レア経験と苦楽を共にした仲間は、今で
も掛け替えのない大切な宝物です。（談）

思い出写真館 〝あのころ〟の1枚 35

人生観を変えた大学の寮生活
境港商工会議所 会頭指名議員  加藤典裕 氏

卒寮の記念に撮影した加藤典裕氏＝前列右から3人目

　「思い出写真館」は、境港商工会議所役員・議員の〝あのころ〟
の写真をご紹介しています。今回は、会頭指名議員・加藤典裕氏
(㈱中海テレビ放送代表取締役社長、55歳)の1枚です。

　
境
港
商
工
会
議
所
と
米
子

商
工
会
議
所
は
、
11
月
27
日

に
「
消
費
税
軽
減
税
率
対
策

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
11
月
27
日
㈫
　
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30 

分

会
場
　
境
港
商
工
会
議
所

２
階 

第
１
会
議
室(

境
港
市

上
道
町
）

講
師
　
▽
米
子
税
務
署 

担

当
者
▽
松
本
正
福
氏(

(税)
松

本
会
計
事
務
所
代
表
社
員
、

税
理
士
）

受
講
料
　
無
料

定
員
　
30
人

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
境
港
商
工
会
議
所
相
談
課

(

☎
44
︱
１
１
１
１)

へ
。

消
費
税
の
歴
史

　
消
費
税
改
正
ま
で
、
一
年

を
切
り
ま
し
た
。
消
費
税
は

１
９
８
９(

平
成
元)

年
４

月
に
税
率
３
％
で
ス
タ
ー
ト
。

そ
の
後
、
１
９
９
７(

平
成

９)

年
４
月
に
５
％
と
な
り
、

２
０
１
４(

平
成
26)

年
４

月
に
８
％
へ
と
改
正
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
２
０
１
９
年
10

月
１
日
か
ら
10
％
に
変
更
さ

れ
、
消
費
税
の
歴
史
上
は
じ

め
て
の
複
数
税
率(

８
％
、

10
％)

が
導
入
さ
れ
ま
す
。

軽
減
税
率
の
対
象
と
な
る
も

の(

８
％
適
用)

　
消
費
税
は
原
則
10
％
と
な

り
ま
す
が
、「
酒
類
・
外
食

を
除
く
飲
食
料
品
」
と
「
週

２
回
以
上
発
行
さ
れ
る
新
聞

(

定
期
購
読
契
約
に
基
づ
く

も
の)

」
を
対
象
に
軽
減
税

率(

８
％)

が
適
用
さ
れ
ま

す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
普
通
税
率

と
軽
減
税
率
適
用
の
線
引
き
、

両
者
が
混
在
す
る
場
合
の
処

理
、
販
売
業
の
場
合
の
レ
ジ

対
応
、
事
務
処
理
、
会
計
処

理
の
煩
雑
さ
な
ど
、
多
く
の

問
題
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

軽
減
税
率
の
対
象
確
認(
紛

ら
わ
し
い
ケ
ー
ス)

　
軽
減
税
率
は
、
特
定
の
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
標

準
税
率
よ
り
低
い
税
率
が
適

用
さ
れ
る
の
で
す
が
、
何
が

対
象
商
品
に
該
当
す
る
の
か
、

判
断
に
苦
労
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
飲
食
料
品
は
軽

減
税
率
の
対
象
で
す
が
、
同

じ
商
品
で
も
持
ち
帰
っ
て
自

宅
な
ど
で
飲
食
す
る
場
合
や

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
、
宅
配
の
場

合
は
、
軽
減
税
率
の
対
象
と

な
り
、
８
％
の
税
率
で
す
。

一
方
、
店
内
の
飲
食
ス
ペ
ー

ス(
イ
ー
ト
イ
ン)

で
食
べ

る
場
合
は
、
対
象
外
で
税
率

は
10
％
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
同
じ
商
品
で

も
税
率
の
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
レ
ジ
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
準
備
が
必
要
で
す
。

対
象
者
は
全
て
の
事
業
者

　
飲
食
料
品
を
扱
う
事
業
者

は
、
仕
入
れ
と
販
売
の
両
面

に
わ
た
っ
て
税
率
ご
と
に
区

分
し
て
管
理
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
一
般
の
企
業
も
会
議
や
福

利
厚
生
、
交
際
費
な
ど
で
対

象
品
目
を
購
入
し
ま
す
の
で
、

こ
れ
に
対
応
し
た
会
計
処
理

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
事
業
者
が
対

象
と
な
る
の
で
す
。

　
こ
れ
だ
け
重
要
な
改
正
で

す
が
、
現
段
階
で
は
80
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
の
事
業
者
が
改

正
消
費
税
へ
の
備
え
が
で
き

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

適
切
な
対
応
を
早
期
に
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

魅力ある商品づくりを目指す竹内周常務

　
南
の
海
は
栄
養
分
が
少
な

く
、
海
で
暮
ら
す
生
物
に
と

っ
て
は
住
み
づ
ら
い
環
境
で

す
。
そ
こ
で
は
、
多
く
の
生

き
物
が
サ
ン
ゴ
か
ら
食
べ
物

や
棲
み
家
を
与
え
ら
れ
て
生

き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

サ
ン
ゴ
が
７
割
も
死
滅
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
大
変
な
問

題
で
し
た
。

　「
サ
ン
ゴ
の
死
滅
で
、
も

ず
く
生
産
は
大
打
撃
を
受
け

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
恩
納
村
、

恩
納
村
漁
協
、
生
活
協
同
組

合
と
当
社
の
４
者
で
『
サ
ン

ゴ
の
森
保
全
活
動
』
を
始
め

た
の
で
す
」
と
同
活
動
の
ス

タ
ー
ト
時
を
振
り
返
る
竹
内

常
務
。

　
ま
た
「
２
０
０
０
年
か
ら

サ
ン
ゴ
の
養
殖
を
開
始
し
、

今
ま
で
に
54
種
類
、
２
万
７

０
０
０
本
以
上
の
サ
ン
ゴ
を

植
え
付
け
て
い
ま
す
。
今
で

は
サ
ン
ゴ
が
蘇
生
し
、
多
く

の
魚
が
育
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」
と
経
過
を
語
り
ま
し

た
。

　
こ
の
結
果
、
も
ず
く
の
生

産
が
安
定
し
、
生
産
者
の
収

入
も
安
定
し
た
の
で
、
恩
納

村
で
は
若
い
後
継
者
が
増
加

し
ま
し
た
。
同
社
は
、
生
産

者
が
次
の
世
代
も
継
続
的
に

自
立
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　
竹
内
常
務
は
「
利
益
追
求

で
は
な
く
、
生
産
者
に
寄
り

添
い
、
利
益
を
社
会
に
還
元

す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な

事
業
を
今
後
も
展
開
し
て
い

き
ま
す
」
と
強
調
。

　
さ
ら
に
、「
沖
縄
の
も
ず

く
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
多

く
の
生
産
者
や
地
域
と
直
接

関
わ
り
、
魅
力
あ
る
価
値
の

高
い
商
品
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
」
と
竹
内
常
務
。
次
は
、

ど
ん
な
新
商
品
が
誕
生
す
る

の
か
楽
し
み
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
社
総
務
課

(

☎
44
︱
０
７
２
５)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

㈱
井
ゲ
タ
竹
内(
昭
和
町
、
竹
内
隆
一
郎
社
長)

は
、
「
味

付
け
も
ず
く
」
の
老
舗
メ
ー
カ
ー
で
す
。
同
社
は
沖
縄
県

恩お
ん

納な

村
で
、
原
料
と
な
る
も
ず
く
を
恩
納
村
漁
協
と
共
同

で
養
殖
。
同
地
域
で
は
１
９
９
８
年
か
ら
２
０
０
１
年
に
か

け
て
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
海
水
温
の
上
昇
で
約
７
割
の
サ

ン
ゴ
が
死
滅
す
る
と
い
う
問
題
が
発
生
し
、
も
ず
く
の
養
殖

に
も
大
き
な
影
響
が
で
ま
し
た
。
今
回
の
ち
ょ
っ
と
拝
見
は

同
社
の
竹
内
周
常
務
取
締
役
に
、
サ
ン
ゴ
の
森
の
保
全
活
動

な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

11月27日

消費税軽減税率
対策セミナー
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水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
で
講
習
会

垣
添
直
也
氏
講
師
に

境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ

(

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ)

大
使

「水産エコラベルの浸透に全力を尽くす」
と誓う垣添直也大使＝共和水産研修室

　(

一
社)

大
日
本
水
産
会
は

９
月
28
日
、
共
和
水
産
㈱
研

修
室(

栄
町)

で
、
水
産
エ
コ

ラ
ベ
ル
に
つ
い
て
地
元
水
産

関
係
者
の
認
識
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、(

一
社)

マ
リ
ン

・
エ
コ
ラ
ベ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン

協
議
会
の
会
長
で
、
境
港
フ

ィ
ッ
シ
ュ(

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ)

大
使

の
垣
添
直
也
氏
と(

公
社)

日
本
水
産
資
源
保
護
協
会
専

務
理
事
の
遠
藤
進
氏
。

　
垣
添
会
長
は
「
日
本
の
水

産
業
の
新
た
な
る
発
展
に
資

す
る
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
の
構

築
を
目
指
し
て
」
の
テ
ー
マ

で
講
演
し
、遠
藤
専
務
は「
水

産
エ
コ
ラ
ベ
ル
認
証
取
得
の

た
め
の
ガ
イ
ド
」
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。

　
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
は
環
境

や
生
態
系
、
資
源
の
持
続
性

に
配
慮
し
た
方
法
で
漁
獲
や

養
殖
さ
れ
た
水
産
物
、
そ
し

て
こ
れ
ら
の
水
産
物
を
利
用

し
て
作
ら
れ
た
製
品
に
対
し

て
、
認
証
機
関
が
審
査
、
認

証
を
行
う
も
の
で
す
。

　
認
証
さ
れ
た
水
産
物
や
加

工
品
に
は
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の

つ
い
た
ラ
ベ
ル
を
表
示
し
、

消
費
者
が
選
択
的
に
購
入
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
垣
添
会
長
は
、「
世
界
中

で
認
め
ら
れ
る
認
証
制
度
に

な
る
た
め
現
在
、
国
際
認
証

機
関
に
申
請
中
で
す
。
水
産

　
衆
議
院
議
員
で
境
港
フ
ィ

ッ
シ
ュ(

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ)

大
使
の

渡
辺
博
道
氏
は
、
第
４
次
安

倍
改
造
内
閣
で
復
興
大
臣
・

福
島
原
発
事
故
再
生
総
括
担

当
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
渡
辺
大
臣
は
、
千
葉
県
松

戸
市
出
身
。
１
９
９
６
年
の

渡
辺
博
道
氏

境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ

(

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ)

大
使

復
興
大
臣
に
就
任

衆
議
院
選
挙
で
初
当
選
し
、

７
期
目
で
す
。
２
０
０
７
年

７
月
に
経
済
産
業
副
大
臣
と

し
て
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
を

視
察
。
当
商
工
会
議
所
正
副

会
頭
と
の
懇
談
を
き
っ
か
け

に
、
２
０
０
７
年
度
境
港
フ

ィ
ッ
シ
ュ
大
使
に
信
任
。

　
以
来
、
境
港
市
の
Ｐ
Ｒ
と

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
努
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、「
職

場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
被

害
者
の
み
な
ら
ず
、
企
業
に

と
っ
て
も
働
く
環
境
を
乱
さ

れ
、
社
会
的
評
価
の
低
下
を

も
た
ら
す
重
大
な
問
題
で
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
ポ
イ
ン

ト
を
企
業
の
取
り
組
み
事
例

を
交
え
て
解
説
し
ま
す
。
た

だ
い
ま
、
受
講
者
を
募
集
中
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
11
月
９
日
㈮
　
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所 

２
階 

第
１
会
議
室(

境
港
市

上
道
町)

定
員
　
30
人(

定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

受
講
料
　
無
料

講
師
　
山
口
克
司
氏
〔(

公

財)

産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ

ー
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
〕

　
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
や
受
講

方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
境
港

商
工
会
議
所
相
談
課(

☎
44

︱
１
１
１
１)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

11月9日

ー  境港商議所 ー

職場のハラスメ
ント防止セミナー

　
ま
た
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も

拡
大
。
さ
ら
に
住
居
兼
店
舗

に
な
っ
た
こ
と
で
、
時
間
に

余
裕
が
で
き
ま
し
た
。
現
在

は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
６

時
ま
で
の
営
業
時
間
で
す
が
、

午
後
８
時
ま
で
の
営
業
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
同
店
に
い
る
犬
は
、
ロ
ン

グ
コ
ー
ト
チ
ワ
ワ
３
匹
と
ブ

ル
ド
ッ
グ
１
匹
で
す
。「
大

　
同
店
は
店
内
に
ド
ッ
グ
ラ

ン
を
設
置
し
、
そ
こ
で
犬
を

遊
ば
せ
な
が
ら
、
飲
み
物
や

パ
ス
タ
、
オ
ム
ラ
イ
ス
な
ど

の
食
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
移
転
の
理
由
は
、
以
前
の

店
舗
が
手
狭
に
な
っ
た
こ
と

で
す
。
特
に
、「
連
れ
て
き

た
犬
と
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
が

欲
し
い
」
と
い
う
お
客
さ
ん

の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
た
い

と
の
思
い
が
強
く
あ
り
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
、
移
転
前
に
一
つ

だ
っ
た
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
も
う

一
つ
追
加
。
片
方
は
同
店
の

犬
が
い
る
場
所
で
、
も
う
一

方
は
連
れ
て
き
た
犬
と
遊
べ

る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
い
ま
す
。

型
の
犬
と
遊
び
た
い
」
と

の
要
望
を
受
け
て
、
ブ
ル

ド
ッ
グ
を
加
え
ま
し
た
。

　
今
井
オ
ー
ナ
ー
は
、「
も

ち
ろ
ん
犬
好
き
の
人
は
大

歓
迎
で
す
が
、
も
っ
と
地

元
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
お

店
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
気
軽
に
ご
来
店

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と

語
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
店(

☎

０
８
０
︱
６
３
４
１
︱
０

１
１
１)

へ
。

移転して広い店舗に
ー ドッグカフェもふもふ ー

境港商議所

会会のの員員今今35

　

ド
ッ
グ
カ
フ
ェ
も
ふ
も

ふ（
今
井
康
誠
オ
ー
ナ
ー
）

は
、
こ
と
し
７
月
に
境
港

市
岬
町
か
ら
外
江
町
の
バ

ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
跡

に
移
転
。
今
回
の
「
会
員

の
今
」
は
、
移
転
し
て
広

い
店
舗
と
な
っ
た
同
店
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

今井康誠オーナーと看板犬

　同社の社員数は39人で、そのほとんどが電気・通信関連、消防
設備などの有資格者。まさに、技術者集団です。また、鳥取県と
協会けんぽ鳥取支部が推進している健康経営マイレージ事業では、
健康づくり宣言事業所1700社中で、健康づくりに対する取り組み
ポイントが、「１位」ということで知事表彰を受けました。
　磯江支社長は「当社は社員を大事に育てる社風で、さまざまな制
度があります。新入社員一人に対して一人の先輩が仕事面だけでなく、
健康面やその他のことにも相談に乗り

『何でも相談できる風土づくり』を心掛
けています」と同社の社風を強調。
　さらに同社は間違うことを恐れず、
先ずは行動と実践を重んじ、そこから

「気付く」ことで成長・発展させ、数々
の業務改革を行ってきました。
　昨今は、温暖化の影響もあり、さま
ざまな想定外の災害が全国で起こってい
ますが、それに伴って停電時には、緊急
情報を入手することが困難になります。
　「当社は、戸別の受信機の普及が重
要であると考え、従来の半額程度で整
備できる防災行政無線システムを推奨
しています。このたび被災した北海道
の自治体にもこのシステムが導入され
ます」と磯江支社長はＰＲしました。　
　災害が起きた際、戸別受信機があれば停電時でも緊急情報が受
け取れ、安全に避難できるそうです。人命や安全な生活に貢献し
ている同社に注目が集まっています。
　詳しくは、同社境港支社(☎46－0300)にお問い合わせください。

　㈱エナテクス(本社＝倉吉市、福井利明社長)は、１９８９年に
創業。一般の電気設備のほか、太陽光発電、上下水道の遠隔監視、
防災行政無線といった三つの事業を行っています。同社境港支社
(入船町)の磯江公

きみ

博
ひろ

支社長に、社風や防災行政無線の取り組みな
どについて伺いました。

Part

33企業探訪企業探訪企業探訪

人命や安全な生活に貢献
― エナテクス 境港支社 ―

社員を大事に育てる社風
シリーズ

「行動と実践を重視する会社
です」と話す磯江公博支社長

●安
喜
吉

●安
喜
吉

●

さ
か
な
工
房●

さ
か
な
工
房

北

ドッグカフェ
もふもふ

エ
コ
ラ
ベ
ル
が
日
本
の
社
会

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
、

日
本
の
水
産
業
が
世
界
で
輝

き
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。
皆
さ
ん

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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公益財団法人 産業雇用安定センター
URL http://www.sangyokoyo.or.jp/
■鳥取事務所  TEL（0857）20-1500

・増員/補充などで「人材募集」をされるとき
・雇用調整などで「人材の送り出し」をされるとき
・定年退職者の「再就職先斡旋」をされるとき

こんな時、
ご連絡・ご相談ください。

企業の皆様へ
失業なき労働移動をめざして
当センターは出向・移籍の専門機関として業種、地域、企業系列を
超えて企業間の出向・移籍の斡旋（無料）を行っております。
また新たに60歳～65歳の退職者を対象に再就職支援の
取り扱いをはじめました。

企業間の
人材マッチングを
支援しています。

山陰地方ならではの郷土料理

「ののこめし」

山陰地方ならではの郷土料理
ふる里の味

「ののこめし」

有限会社こめや産業
〒684－0071 鳥取県境港市外江町3175－4
 TEL 0859－42－6620
 FAX 0859－44－0277
 http://www.nonoko.co.jp/

贈り物やご自宅用として
冷凍ののこめしが大好評！

全国発送承り中!
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中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏

域
の
活
性
化
を
考
え
る
「
ふ

る
さ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
IN
米

子
」
が
10
月
16
日
、
新
日
本

海
新
聞
西
部
本
社
ホ
ー
ル

(

米
子
市
両
三
柳)

で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
、
首

都
圏
在
住
の
鳥
取
県
西
部
地

域
出
身
者
で
作
る
ク
ラ
ブ
・

セ
ブ
ン
テ
ィ
で
し
た
。

　
圏
域
市
長
会
会
長
の
中
村

勝
治
・
境
港
市
長
が
開
会
の

あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、
第
１

部
で
は
、
ク
ラ
ブ
・
セ
ブ
ン

テ
ィ
幹
事
で
元
・
日
本
経
済

新
聞
社
論
説
委
員
の
末
次
克

彦
氏
が
「
激
動
期
の
雲
伯
広

域
連
携
と
は
︱
過
疎
化
す
る

地
域
協
力
の
理
念
と
戦
略
」

を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
。

　
末
次
氏
は
、「
県
境
を
越

え
た
圏
域
と
い
う
考
え
方
が

地
域
活
性
化
の
一
つ
の
流
れ

に
な
っ
て
き
て
い
る
中
で
、

当
地
域
は
先
進
的
。
課
題
も

多
い
が
、
５
市
の
特
徴
を
活

か
し
な
が
ら
外
に
打
っ
て
出

る
動
き
を
強
め
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
」
と
提
案
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、「
圏
域
の

現
状
と
産
業
振
興
及
び
将
来

展
望
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
▽
山
崎

徹
・
山
陰
合
同
銀
行
副
頭
取

▽
真
野
善
久
・
安
来
商
工
会

議
所
専
務
理
事
▽
服
部
泰
直

・
島
根
大
学
学
長
▽
松
村
順

史
・
鳥
取
県
経
済
同
友
会
代

表
幹
事
▽
西
村
誠
・
境
港
海

陸
運
送
㈱
社
長
▽
萬
治
隆
生

・
同
会
特
別
会
員
︱
の
６
人

で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

同
会
の
倉
島
君
夫
会
長
で
し

た
。

　
６
人
は
圏
域
の
産
業
や
教

育
な
ど
の
方
向
性
に
つ
い
て

徹
底
討
論
。
境
港
海
陸
運
送

の
西
村
社
長
は
、「
こ
の
地

域
に
は
神
様
と
妖
怪
が
い
る
。

官
・
民
・
神
・
妖
が
連
携
す

れ
ば
、
大
き
な
力
に
な
る
」

と
提
案
し
、
参
加
者
の
共
感

を
呼
び
ま
し
た
。

圏
域
活
性
化
で
討
論

圏
域
活
性
化
で
討
論

ふ
る
さ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
 
米
子
ク ラ ブ ・
セブンティ

IN
「官・民・神・妖の連携」を提案した西村誠社長

松
本
正
氏
が
受
賞

境
港
商
議
所

常

　議

　員

産
業
振
興
功
労
知
事
表
彰

　
鳥
取
県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク(

上
道
町)

は
11
月
14

日
、「
60
歳
以
上
限
定
お
仕

事
相
談
会
」
を
開
催
。
60
歳

以
上
の
求
職
者
を
対
象
に
、

週
３
回
・
１
日
４
時
間
程
度
、

毎
日
４
時
間
程
度
、
週
30
時

間
、
フ
ル
タ
イ
ム
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
希
望
に
対
応
し
た

勤
務
形
態
で
の
就
職
面
談
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
履
歴
書
や
職
務
経

歴
書
の
書
き
方
、
採
用
に
向

け
た
面
接
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

の
ご
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
。

　
同
相
談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
11
月
14
日
㈬
　
午
後

１
時
～
４
時

場
所
　
境
港
市
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー(

浜
の
里
、
境
港
市

竹
内
町)

浜の里で開催11月14日

県立境港ハローワーク

お仕事相談会60歳以
上限定

　
詳
し
く
は
、
鳥
取
県
立
境

港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク(

☎
44
︱

３
３
９
５)

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
松
本
正
氏(
境
港
土
建
㈱

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
米
子

支
店(

米
子
市
加
茂
町)

と

境
港
商
工
会
議
所
は
、
融
資

相
談
会
「
こ
く
き
ん
一
日
公

庫
」
を
11
月
12
日
に
開
催
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
担
当

者
が
境
港
商
工
会
議
所
に
出

向
い
て
、
融
資
の
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　
事
前
に
決
算
書
な
ど
の
資

代
表
取
締
役
、
境
港
商
工
会

議
所
・
常
議
員)

は
、
鳥
取

県
産
業
振
興
功
労
知
事
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。
松
本
氏

は
、
当
商
工
会
議
所
の
役
員

歴
が
26
年
で
、
長
年
に
わ
た

り
商
工
会
議
所
活
動
を
通
じ

て
、
地
域
経
済
の
振
興
と
発

展
に
尽
力
し
た
功
績
が
評
価

さ
れ
た
も
の
。

　
10
月
１
日
付
け
で
発
表
が

あ
り
、
松
本
氏
の
ほ
か
県
内

４
商
工
団
体
、
４
人
が
受
賞

し
ま
し
た
。

料
を
提
出
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
よ
り
迅
速
に
融
資
の
審

査
結
果
を
連
絡
で
き
ま
す

(

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、

後
日
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す)

。
　
一
日
公
庫
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
11
月
12
日
㈪
　
午
前

10
時
～
午
後
３
時（
要
予
約
）

会
場
　
境
港
商
工
会
議
所

会
議
室(

境
港
市
上
道
町)

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
︱
１
１

１
１
）、
ま
た
は
日
本
政
策

金
融
公
庫
米
子
支
店(

☎
34

︱
５
８
２
１)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
鳥

取
県
版
経
営
革
新
総
合
支
援

補
助
金
の
第
３
期
公
募
を
実

施
中
で
す
。
申
請
書
の
提
出

期
限
は
、
11
月
16
日
。
今
年

度
実
施
す
る
当
商
工
会
議
所

の
同
補
助
金
公
募
は
、
こ
れ

が
最
終
と
な
り
ま
す
。

　
同
補
助
金
は
、
鳥
取
県
か

ら
県
版
経
営
革
新
計
画(

ス

タ
ー
ト
型
、生
産
性
向
上
型)

の
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と

が
申
請
要
件
で
す
。
同
計
画

の
認
定
申
請
は
随
時
受
付
中
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
︱
１
１

１
１)

へ
。

11月12日開催

県
版
経
営
革
新

総
合
支
援
補
助
金

第
３
期
公
募
を
実
施
中

相談に応じる県立ハローワークの担当者

い
う
こ
と
が
グ
ロ
ー
バ
ル

で
あ
る
と
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

　
こ
の
地
域
に
は
、
神
様

と
妖
怪
が
い
ま
す
。
官
・

民
・
神
・
妖
で
全
体
の
ベ

ク
ト
ル
を
合
わ
せ
、
全
員

野
球
で
知
名
度
と
ス
テ
イ

タ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
、
会
社
や
地
域
に

い
か
に
影
響
で
き
る
か
、

貢
献
で
き
る
か
、
ど
う
ア

プ
ロ
ー
チ
し
た
ら
い
い
の

か
、
何
が
で
き
る
の
か
を

今
も
模
索
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
ま
で
の
経
験

や
知
見
も
含
め
て
、
私
を

利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
に
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
海
を
メ
イ
ン
に

36
年
間
働
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
16
年
間
は
海

外
勤
務
で
し
た
。
境
港
市

に
は
、
こ
と
し
５
月
に
着

任
し
ま
し
た
。

　
日
本
の
物
流
を
見
ま
す

と
、
海
か
ら
の
輸
入
量
は
、

全
体
の
約
99
％
で
、
国
内

物
流
も
船
を
使
っ
た
も
の

は
、
約
43
・
７
％
で
す
。

全
輸
送
量
で
は
、
約
80
％

が
海
を
介
し
て
動
い
て
い

る
と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
日
本
で
は
海

運
や
港
の
仕
事
に
あ
ま
り

注
目
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
海

で
働
い
て
き
た
も
の
と
し
て

は
、
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　
で
は
、
境
港
の
位
置
づ
け

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
国
内

に
は
約
１
０
０
０
の
港
が
あ

り
ま
す
が
、
昨
年
度
の
境
港

の
貿
易
量
は
64
位(

１
１
１

２
億
円
）、
取
扱
量
は
89
位

(

３
８
９
万
㌧
）、
コ
ン
テ
ナ

数
は
42
位(

４
万
１
６
１
９

Ｔ
Ｕ
Ｇ)

で
し
た
。

　
境
港
は
、
地
理
的
に
は
東

・
北
東
・
東
南
ア
ジ
ア
の
ゲ

ー
ト
ウ
ェ
イ
に
な
れ
る
位
置

に
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
新

潟
や
福
井
な
ど
の
港
に
後
塵

を
拝
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。

　
当
圏
域
に
は
、
観
光
や
文

化
、
産
業
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
、

様
々
な
要
素
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
充
実
と
強
化
を
図
る
た

め
に
は
、
地
域
の
人
た
ち
に

魅
力
や
利
便
性
、
楽
し
み
、

魅
力
を
感
じ
て
、
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
た

ち
が
い
い
と
感
じ
な
い
と
人

に
は
売
れ
ま
せ
ん
か
ら
。

　
そ
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
養
成
や
指
導
も
大
切
で

す
。
私
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と

は
海
外
に
進
出
す
る
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
日
本
・
山
陰

・
当
地
域
の
伝
統
文
化
を
十

分
理
解
し
、
他
を
勉
強
し
、

認
め
る
と
こ
ろ
は
認
め
、
い

か
に
融
合
・
進
化
す
る
か
と

パネルディス
カッション
パネルディス
カッション
パネルディス
カッション
西村社長
発言要旨
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道頓堀でPRする幸形ノブユキさん（前列左）と
活性化協会の皆さん

扱いやすいキリム柄カーペット

山田真史司令官（左）と並ぶ足立明・元
幹事（中央）、宇野松人・副会長

　
こ
の
度
は
、
大
阪
・
道
頓

堀
で
開
催
さ
れ
た
「
道
頓
堀

リ
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
湊
町
リ
バ
ー
プ
レ
イ
ス
会

場
へ
、
鳥
取
県
西
部
地
域
活

性
化
協
会
の
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
二
日
間
と
も
晴
天
で
し
た
。

す
ぐ
隣
の
特
設
会
場
で
は
子

供
た
ち
の
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス

ト
も
開
催
さ
れ
て
い
る
と
あ

っ
て
、
若
い
家
族
を
中
心
に

沢
山
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　「
オ
オ
ヤ
マ
Ｇ
ビ
ー
ル
買

道
頓
堀
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
て

鳥
取
県
西
部
地
域
活
性
化
協
会 

会
員 

幸
形
ノ
ブ
ユ
キ

寄
稿

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企
業と労働者の健康や長時間労働に
ついて個別相談を行っています。

○平日、午後１時３０分から３時３０分まで。
○米子市久米町の西部医師会館会議室
で個別に相談に応じます。（無料）
○お問い合わせは、西部地域産業保健
センターまで。☎２２－３５７０

11月の相談日
11月１日㈭ 産 業 医
11月８日㈭ 産 業 医
11月15日㈭ 産 業 医
11月22日㈭ 産 業 医
11月29日㈭ 産 業 医

　
寒
さ
も
こ
れ
か
ら
本
番
と

な
る
こ
の
季
節
、
お
部
屋
の

あ
っ
た
か
ア
イ
テ
ム
「
カ
ー

ペ
ッ
ト
」
で
冬
支
度
を
し
ま

せ
ん
か
。

　
境
家
具
の
新
作
カ
ー
ペ
ッ

ト
は
「
キ
リ
ム
柄
カ
ー
ペ
ッ

ト
」。
キ
リ
ム
は
ペ
ル
シ
ャ

絨じ
ゅ
う
た
ん毯
よ
り
歴
史
の
あ
る
ペ
ル

シ
ャ
地
方
で
発
祥
し
た
高
級

な
手
織
物
で
す
が
、
こ
の
一

品
は
機
械
織
り
の
た
め
、
お

手
頃
価
格
帯
と
な
っ
て
い
て
、

丈
夫
で
扱
い
や
す
い
カ
ー
ペ

ッ
ト
と
い
え
ま
す
。

　
３
パ
タ
ー
ン
あ
る
柄
は
ど

れ
も
個
性
的
で
、
部
屋
の
ア

ク
セ
ン
ト
と
し
て
も
ピ
ッ
タ

リ
。
大
き
さ
も
大
・
中
・
小

と
３
種
類
あ
り
、
リ
ビ
ン
グ

や
玄
関
な
ど
、
家
の
様
々
な

場
所
で
活
躍
し
そ
う
な
一
品

で
す
。

　
一
年
を
通
し
て
使
用
で
き

ま
す
が
、
季
節
ご
と
に
色
柄

を
変
え
て
季
節
感
を
楽
し
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
部
屋
を
引
き
立
て
る
小
道

具
と
し
て
、
ま
た
洋
服
の
よ

う
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
イ
テ

ム
と
し
て
、
手
軽
に
生
活
の

中
に
季
節
感
を
取
り
入
れ
て

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
そ
の
ほ
か
、
オ
ー
ダ
ー
カ

ー
ペ
ッ
ト
も
多
数
取
り
揃
え

て
い
ま
す
。

　
ご
相
談
な
ど
、
詳
し
く
は

境
家
具(

☎
44
︱
０
５
０
５)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

鳥
取
県
西
部
地
域
活
性
化
協
会(

足
立
統
一
郎
会
長)

は
10

月
13
日
と
14
日
の
二
日
間
、
大
阪
ミ
ナ
ミ
・
道
頓
堀
で
開
催

さ
れ
た
秋
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
「
道
頓
堀
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
８
」
に
参
加
し
、
鳥
取
県
西
部
地
域
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
ま
し
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
協
会
の
メ
ン

バ
ー
・
幸
形
ノ
ブ
ユ
キ
さ
ん(

㈲
ジ
ャ
プ
ロ
社
長)

に
感
想
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

う
て
き
て
！
」「
鳥
取
に
は
砂

丘
に
行
っ
た
き
り
か
な
ぁ
」

「
昔
、
ス
キ
ー
で
行
っ
た
こ

と
あ
る
け
ど
な
」「
鬼
太
郎
は

知
っ
て
た
け
ど
コ
ナ
ン
も
お

る
ん
や
ね
ぇ
」「
こ
れ
ダ
イ
セ

ン
っ
て
読
む
ん
か
い
な
」
な

ど
な
ど
、
数
年
前
ま
で
赴
任

し
て
い
た
東
京
で
も
よ
く
聞

か
さ
れ
た
お
馴
染
み
の
セ
リ

フ
を
こ
こ
大
阪
で
も
デ
ジ
ャ

ブ
の
よ
う
に
聞
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、大
阪
で
は「
鳥

取
県
へ
は
何
回
か
行
っ
た

で
」
と
い
う
声
も
多
く
、「
さ

す
が
に
こ
こ
は
、
西
日
本
だ

な
！
」
と
少
し
安
心
も
し
た

り
し
て
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
心
強
い

の
は
鬼
太
郎
と
ね
こ
娘
の
絶

大
な
る
人
気
ぶ
り
。「
大
人

か
ら
子
供
ま
で
最
強
の
コ
ン

テ
ン
ツ
だ
な
」
と
再
確
認
し

ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
妖
怪
は
大
人

気
だ
け
れ
ど
、
カ
ニ
、
マ
グ

ロ
、
つ
い
で
に
言
う
と
ウ
シ

と
か
、
相
変
わ
ら
ず
ま
だ
ま

だ
浸
透
し
て
い
な
い
の
も
同

時
に
痛
感
。
Ｐ
Ｒ
に
携
わ
る

も
の
と
し
て
は
、
自
戒
の
念

も
こ
め
て
頑
張
る
余
地
ア
リ

で
す
ね
。

　
何
は
と
も
あ
れ
、
こ
の
お

祭
り
に
は
数
年
間
に
わ
た
り

参
加
し
て
交
流
を
深
め
て
い

る
と
の
こ
と
。
す
ぐ
に
結
果

を
出
せ
る
こ
と
は
稀
で
し
ょ

う
が
、
こ
の
よ
う
な
地
道
な

取
り
組
み
か
ら
、
一
人
で
も

多
く
鳥
取
県
へ
足
を
運
ん
で

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
観
光
Ｐ
Ｒ
っ
て
、

例
え
ば
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
た

ま
た
ま
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
手
渡
さ
れ
た
時
、
そ
の
ス

タ
ッ
フ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
優

し
さ
だ
と
か
、
心
遣
い
か
ら

そ
の
地
方
へ
出
か
け
て
み
よ

う
と
感
じ
た
り
す
る
の
で
は
。

個
人
レ
ベ
ル
の
心
と
心
の
距

離
感
が
少
し
だ
け
詰
ま
る
こ

と
が
大
切
な
ん
だ
ろ
う
と
思

う
ん
で
す
よ
ね
。

　
そ
う
い
う
文
化
や
人
の
温

か
さ
を
、
一
人
ひ
と
り
が
広

げ
て
い
け
た
の
な
ら
、
リ
ア

ル
Ｓ
Ｎ
Ｓ
よ
ろ
し
く
、
大
阪

と
鳥
取
県
の
つ
な
が
り
は
、

さ
ら
に
深
く
な
る
ん
だ
ろ
う

な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
出
会
い
の
場

を
創
っ
て
い
た
だ
け
た
諸
先

輩
の
皆
さ
ん
に
感
謝
。

我が社

の一品
我が社

の一品

境 

家 

具

キ
リ
ム
柄
カ
ー
ペ
ッ
ト

　

境
港
市
内
事
業
所
の
一
押
し
商
品
を
ご
紹
介
す
る
こ
の
コ

ー
ナ
ー
。
今
回
は
家
具
、
寝
具
、
イ
ン
テ
リ
ア
の
専
門
店
・

境
家
具(

㈲
境
家
具
販
売
所
、
東
本
町
、
門
脇
武
志
社
長)

の

「
キ
リ
ム
柄
カ
ー
ペ
ッ
ト
」
で
す
。

　
航
空
自
衛
隊
航
空
支
援
集

団
司
令
官
感
謝
状
の
贈
呈
式

が
10
月
19
日
、
航
空
自
衛
隊

美
保
基
地(

小
篠
津
町)

で

あ
り
、
美
保
基
地
協
力
会

(

事
務
局
＝
境
港
商
工
会
議

所)

の
宇
野
松
人
・
副
会
長

(

米
子
瓦
斯
㈱
代
表
取
締
役)

と
足
立
明
・
元
幹
事(

足
立

燃
料
㈲
代
表
取
締
役
会
長)

に
同
集
団
司
令
官
の
山
田
真

史
空
将
か
ら
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
二
人
は
、
美
保
基
地
協
力

会
役
員
と
し
て
、
▽
永
年
に

わ
た
る
隊
員
の
激
励
及
び
基

地
諸
行
事
へ
の
積
極
的
な
協

力
支
援
▽
防
衛
思
想
の
普
及

並
び
に
防
衛
基
盤
育
成
の
取

り
組
み
▽
基
地
と
地
域
住
民

と
の
強
固
な
信
頼
関
係
の
構

築
に
寄
与
︱
な
ど
、
航
空
支

援
集
団
の
任
務
遂
行
に
寄
与

し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
の

受
賞
で
し
た
。

航
空
支
援
集
団
司
令
官
感
謝
状

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
協
力
会

宇
野
副
会
長
と
足
立・元
幹
事
が
受
賞

　
境
港
警
察
署
は
、
特
殊
詐

欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、

注
意
を
喚
起
し
て
い
ま
す
。

特
殊
詐
欺
は
、
訴
訟
の
取
下

げ
、
有
料
コ
ン
テ
ン
ツ
の
使

用
料
、
寄
付
金
の
受
け
取
り

な
ど
、
様
々
な
名
目
で
発
生
。

　
被
害
の
傾
向
は
、
▽
電
子

マ
ネ
ー
の
購
入
▽
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
端
末
を
利
用
し
て
の

被
害
▽
20
歳
代
か
ら
40
歳
代

の
若
い
世
代
の
被
害
▽
手
交

型
と
い
わ
れ
る
犯
人
に
直
接

お
金
を
渡
す
方
法
で
の
被
害

︱
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
最
近
は
、
高
齢
者
だ

け
で
な
く
若
い
世
代
も
狙
わ

れ
て
い
ま
す
。
詐
欺
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

は
、「
連
絡
し
な
い
」「
支
払

わ
な
い
」「
渡
さ
な
い
」
こ

と
で
す
。
被
害
を
防
止
し
た

人
の
多
く
は
、
一
人
で
判
断

せ
ず
、
家
族
、
友
人
、
警
察

な
ど
に
相
談
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
警
察
総
合
相

談
電
話(

＃
９
１
１
０)

、
ま

た
は
境
港
警
察
署(

☎
44
︱

０
１
１
０)

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

特殊詐欺にご注意を

若い人も狙われている

ー 境港警察署 ー
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第
50
回
全
国
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会(

全
商
女
性

連)

岩
手
総
会
が
10
月
３
日
、

盛
岡
市
の
盛
岡
市
民
文
化
ホ

ー
ル
で
あ
り
、
創
立
50
周
年

と
い
う
節
目
の
年
に
行
わ
れ

た
総
会
に
、
全
国
か
ら
３
０

８
女
性
会
、
１
４
５
１
人
が

集
い
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
遠
野
物
語
の
語

り
で
ス
タ
ー
ト
。
続
い
て
、

全
商
女
性
連
の
藤
沢
薫
会
長

が
「
東
北
の
震
災
の
記
憶
を

風
化
さ
せ
な
い
よ
う
、
復
興

と
再
生
を
事
業
活
動
の
柱
に

位
置
付
け
、
一
層
手
を
携
え

て
女
性
活
躍

社
会
を
け
ん

引
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　
ま
た
、
岩

手
県
商
工
会

議
所
女
性
会

連
合
会
の
佐

々
木
祐
子
会

長
は
「
震
災

後
、
全
国
の

女
性
会
の
支

援
に
励
ま
さ

れ
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
と
共
に
、
友
情
と

信
頼
の
輪
を
広
げ
た
い
」
と

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。

　
次
に
、
第
17
回
女
性
起
業

家
大
賞
の
表
彰
式
が
あ
り
、

米
子
市
の
Ｎ
・
Ｋ
・
Ｃ
ナ
ー

シ
ン
グ
コ
ア
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
(同)
代
表
社
員
の
神
戸
貴

子
さ
ん
が
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

部
門
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
神
戸
さ
ん
は
、
育
児
や
介

護
を
理
由
に
離
職
し
た
看
護

師
を
雇
用
し
、
医
療
目
線
か

ら
の
介
護
関
連
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
取
り
組
み
な
ど
が

評
価
さ
れ
た
も
の
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
記
念

講
演
で
は
、
同
県
大
船
渡
市

を
ル
ー
ツ
に
持
つ
㈱
モ
ス
フ

ー
ド
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役

会
長
の
櫻
田
厚
氏
が
「
食
を

通
じ
て
人
を
幸
せ
に
す
る
モ

ス
バ
ー
ガ
ー
の
理
念
経
営
」

の
テ
ー
マ
で
講
演
。「
人
間

貢
献
、
社
会
貢
献
で
感
謝
さ

れ
る
仕
事
を
し
よ
う
」
と
熱

く
語
り
ま
し
た
。

　
　
　
　（
事
業
部
会
　
Ｓ
）

岩手総会に出席した当会メンバー

盛
岡
で
全
商
女
性
連
全
国
総
会

「
つ
な
げ
た
い 

笑
顔
の
か
け
は
し
」テ
ー
マ
に

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

 

真
木
恵
子（
ま
き
・
け
い
こ
）

  

割
烹
・
味
処
こ
と
ぶ
き

 

　
　
　 （
境
港
市
相
生
町
）

〈
事
業
所
の
あ
ら
ま
し
〉

　
当
社
は
、
割
烹
旅
館
と
し

て
１
０
０
年
前
に
創
業
し
ま

し
た
。

　
鳥
取
県
西
部
地
震
の
折
に
、

一
部
新
築
し
て
、
座
敷
と
食

堂
を
広
く
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
以
来
、
海
鮮
丼
や
天
丼
、

 

寺
本
智
恵（
て
ら
も
と
・
ち
え
）

　

㈲
寺
本
商
店

 

　
　
　 （
境
港
市
大
正
町
）

〈
事
業
所
の
あ
ら
ま
し
〉

　
１
９
６
５(

昭
和
40)

年

の
創
業
以
来
、
地
域
の
皆
様

に
ご
愛
顧
い
た
だ
き
、
暮
ら

し
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
事
業
内
容
は
、
創
業
時
か

ら
の
業
務
で
あ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

販
売
に
加
え
、
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
、
上
下
水
道
工
事
、

リ
フ
ォ
ー
ム
、
太
陽
光
シ
ス

テ
ム
販
売
、
損
害
保
険
代
理

定
食
類
な
ど
、
気
軽
に
一
人

で
も
多
く
の
お
客
様
に
ご
来

店
い
た
だ
け
る
よ
う
に
メ
ニ

ュ
ー
を
増
し
ま
し
た
。

〈
ひ
と
こ
と
Ｐ
Ｒ
〉

　
５
年
前
か
ら
座
敷
の
全
室

を
椅
子
席
と
し
、
御
祝
、
御

法
要
、
御
会
食
な
ど
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
境
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
お

魚
の
素
材
を
活
か
し
た
料
理

で
、
地
元
の
皆
様
や
観
光
客

店
と
徐
々
に
拡
大
し
て
い
き

ま
し
た
。

〈
ひ
と
こ
と
Ｐ
Ｒ
〉

　
最
近
で
は
、
雨
ど
い
の
架

け
替
え
工
事
や
介
護
保
険
を

利
用
し
て
の
手
す
り
取
り
付

け
、
段
差
改
修
工
事
な
ど
の

ご
相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。

　
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
キ
メ
細
や
か
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、
ま
た
気
軽
に

ご
要
望
、
ご
相
談
い
た
だ
け

る
よ
う
、
お
客
様
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

　
従
業
員
一
同
、
笑
顔
、
元

気
、
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
日
々
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
店

く
だ
さ
い
。

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

日
々
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002
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久
し
ぶ
り
の
お
天
気
に
恵

ま
れ
た
９
月
12
日
、
の
ど
か

な
田
園
風
景
を
眺
め
な
が
ら
、

境
港
商
工
会
議
所
女
性
会
の

一
行
13
人
は
、
安
来
市
伯
太

町
に
向
か
い
ま
し
た
。
恒
例

の
施
設
見
学
並
び
に
会
員
親

睦
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
実
施
し
た
も
の
で
す
。
　

１
時
間
弱
で
日
本
一
小
さ
な

城
下
町
と
呼
ば
れ
る
伯
太
町

母も

里り

に
あ
る
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ

天
空
別
邸
母
里
に
到
着
。
こ

こ
は
、
築
２
０
０
年
の
古
民

家
を
改
修
し
、
昨
年
10
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
宿
泊
施
設
兼

用
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。

　
ま
ず
邸
内
を
見
学
し
た
後
、

同
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
を
経
営
す

る
㈱
天
空
フ
レ
ー
ル
社
長
・

松
本
え
り
氏
の
講
話
を
聞
き

ま
し
た
。

　
松
本
社
長
は
、
古
き
良
き

日
本
の
心
に
触
れ
る
暮
ら
し

を
紡
ぎ
た
い
と
い
う
強
い
思

い
で
天
空
別
邸
母
里
を
立
ち

上
げ
た
経
緯
な
ど
を
説
明
。

私
は
、
歴
史
や
伝
統
を
守
る

大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
、

そ
の
熱
い
思
い
を
終
始
、
笑

顔
で
話
す
松
本
社
長
の
姿
に

思
わ
ず
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

　
次
の
目
的
地
は
、
広
瀬
町

に
あ
る
安
来
市
加
納
美
術
館

で
し
た
。
同
美
術
館
は
、
平

和
を
願
い
続
け
た
画
家･

加

納
莞か

ん

蕾ら
い

の
作
品
を
メ
イ
ン
と

し
た
美
術
館
で
す
。

　
到
着
後
、「
企
画
展 

童
画

家･

佐
々
木
恵え

未み 

し
あ
わ
せ

色
の
風
」
を
見
学
。
子
ど
も

の
心
を
持
ち
続
け
た
佐
々
木

恵
未
さ
ん
の
夢
あ
ふ
れ
る
世

界
を
明
る
い
色
彩
で
描
い
た

作
品
に「
し
あ
わ
せ
色
の
風
」

を
感
じ
、
や
さ
し
く
あ
っ
た

か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
常
設
展
で
は
、
莞
蕾

の
娘
で
あ
る
加
納
佳
世
子
さ

ん
が
逸
話
を
紹
介
。
莞
蕾
は

戦
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
刑
務

所
に
戦
犯
と
し
て
収
容
さ
れ

た
旧
・
日
本
兵
の
釈
放
助
命

嘆
願
を
当
時
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

大
統
領
・
キ
リ
ノ
氏
に
対
し

て
粘
り
強
く
行
い
ま
し
た
。

　
キ
リ
ノ
氏
は
、
自
身
が
妻

や
子
供
３
人
を
日
本
兵
に
殺

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
１
９
５
３
年
に
大
統
領

声
明
を
出
し
て
戦
犯
を
釈
放
。

「
赦
し
難
き
を
赦
す
！
」
と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た
キ

リ
ノ
氏
と
莞
蕾
の
思
い
を
つ

な
い
で
い
く
の
は
私
達
な
の

だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
逸
話
を
聞
い
た
後
の

絵
画
鑑
賞
は
と
て
も
印
象
深

く
、
実
り
の
あ
る
一
日
で
し

た
。
　
　（
親
睦
部
会
　
Ｏ
）

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会
の
会
員
が
自
己
紹
介
す
る
こ
の

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
真
木
恵
子
さ
ん
と
寺
本
智
恵
さ
ん
に

登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

境
港
商
工
会
議
所
女
性
会 

会
員

ひ
と
こ
と
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

　「
子
ど
も
達
の
未
来
の
た

め
に
感
動
を
…
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
か
か
げ
、
広
島
商
工

会
議
所
女
性
会
は
、
創
立
60

周
年
の
記
念
式
典
を
９
月
21

日
に
開
催
。
全
国
か
ら
４
０

０
人
の
商
工
会
議
所
女
性
会

会
員
が
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
広
島(

広
島
市)

に
集

い
ま
し
た
。

　
同
女
性
会
の
川
口
照
子
会

長
は
、「
１
９
５
８(

昭
和
33)

年
、
当
女
性
会
は
全
国
で
９

番
目
に
設
立
し
ま
し
た
。
そ

の
歴
史
を
誇
り
と
し
、
先
人

達
に
感
謝
し
、
次
世
代
へ
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
が
私
達

の
役
割
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

同
女
性
会
の
会
員
は
、
こ
の

大
会
を
新
た
な
出
発
点
と
し

て
、
更
な
る
躍
進
と
社
会
貢

献
を
誓
い
ま
し
た
。

　
式
典
に
続
き
、
国
際
ソ
シ

ア
ラ
イ
ト
の
デ
ヴ
ィ･

ス
カ

ル
ノ
氏(

デ
ヴ
ィ
夫
人)

を

講
師
に
、「
未
来
を
ひ
ら
く

女
性
の
生
き
方
」
と
題
す
る

記
念
講
演
を
開
催
。「『
信
頼
、

尊
敬
、
愛
』
が
何
よ
り
も
大

切
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
心

に
響
き
ま
し
た
。
女
性
の
素

晴
ら
し
さ
や
果
た
す
べ
き
使

命
を
再
認
識
で
き
た
講
演
で

し
た
。
　（
親
睦
部
会
　
Ｏ
）

施設見学・会員親睦レクで

訪 問 記

天空別邸母里
加納美術館

デ
ビ
ィ
夫
人
の
記
念
講
演
も

創
立
60
周
年
を
迎
え
記
念
式
典

広島商議所
女　性　会 天空別邸母里を見学する参加者

6



代 表 社 員 ・ 税 理 士

代 表 社 員 ・ 税 理 士

松　本　正　福
まさ とみ

たか ふみ

松　本　考　史
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企業の黒字化、経理業務の効率化をサポートします
事業承継、消費税率改定（複数税率）への対応もご相談ください
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青色申告会

青色申告会の元気企業

こだわりの洋菓子店
ー ひつじ製菓 ー

　
朝
夕
、
す
っ
か
り
秋
の
色

が
濃
く
な
り
ま
し
た
。
私
た

ち
青
色
申
告
会
女
性
部
は
、

例
年
好
評
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
事
業
を
11
月
３
日
に
実

施
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
岡
山
県
新
見

市
方
面
へ
の
視
察
に
決
ま
り

ま
し
た
。
井
倉
洞
、
テ
ッ
タ

ワ
イ
ナ
リ
ー
、
千ち

屋や

温
泉
を

巡
る
コ
ー
ス
で
す
。

菓子作りの思いを話す西山由美子さん

　
テ
ッ
タ
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
２

０
１
６
年
、
新
見
市
哲て

っ
た多
町

に
で
き
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
、

哲
多
町
に
広
が
る
ブ
ド
ウ
畑

の
ブ
ド
ウ
を
使
っ
た
ワ
イ
ン

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
訪
問
が
２

度
目
と
な
る
千
屋
温
泉
は
、

炭
酸
水
素
イ
オ
ン
が
多
く
含

ま
れ
た
美
肌
の
湯
で
す
。

　
参
加
さ
れ
る
皆
様
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

【事業所のあらまし】
事業所名	 ひつじ製菓
代 表 者	 西山 由美子（にしやま・ゆみこ）
所 在 地	 境港市中野町5535
事業内容	 洋菓子製造販売
営業時間	 不定（完全予約制）
定 休 日	 不定（完全予約制）
H P	 https://www.hitsujiseika.com/
E - m a i l	 yumiko2004@outlook.jp

税務・会計
一 口 メモ

…20

青色申告の利点④

　
経
営
者
に
と
っ
て
は
毎
年

継
続
し
て
順
調
に
経
営
で
き

る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、
突

発
的
な
事
態
や
社
会
情
勢
、

経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
で
赤

字
に
転
落
す
る
こ
と
は
避
け

て
通
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
事
業
開
始
時
に
は
、

開
業
準
備
費
用
や
消
耗
品
な

ど
の
取
得
費
用
、
事
業
自
体

の
認
知
度
の
低
さ
、
営

業
力
の
不
足
な
ど
か
ら

赤
字
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
に
青

色
申
告
者
の
場
合
、
大

き
な
特
典(

純
損
失
の

繰
越
控
除)

が
あ
り
ま

す
。

　
白
色
申
告
者
は
そ
の

年
の
所
得
の
み
に
よ
っ

て
税
金
の
計
算
を
行
い
ま
す

が
、
青
色
申
告
者
の
場
合
、

あ
る
年
に
赤
字
と
な
っ
た
ら
、

そ
の
赤
字
を
次
年
度
以
降
３

年
間
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
表
の
よ
う
に
、
青
色
申
告

と
白
色
申
告
で
は
同
じ
所
得

で
あ
っ
て
も
課
税
所
得
、
税

額
に
大
き
な
差
が
出
て
き
ま

す
。
青
色
申
告
を
積
極
的
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
M

　
ケ
ー
キ
と
い
う
と
、
い
ち

ご
の
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
が
ま

ず
思
い
浮
か
ぶ
。
私
の
小
さ

い
頃
は
、
そ
れ
し
か
な
か
っ

た
。
し
か
も
、
私
が
食
べ
て

い
た
も
の
は
、
い
ち
ご
が
本

物
で
は
な
か
っ
た
。
ひ
つ
じ

製
菓
の
西
山
由
美
子
さ
ん
に

よ
る
と
、
あ
の
柔
ら
か
な
ス

ポ
ン
ジ
の
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ

は
日
本
独
特
の
も
の
ら
し
い
。

　
ひ
つ
じ
製
菓
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
は
「
フ
ラ
ン
ス
菓
子

ベ
ー
ス
の
完
全
予
約
制
、
店

頭
販
売
な
し
、
予
約
は
メ
ー

ル
で
」
と
あ
る
。

　
予
約
制
に
つ
い
て
西
山
さ

ん
に
伺
う
と
、「
食
材
ロ
ス

を
出
し
た
く
な
い
。
閉
店
後

捨
て
た
く
な
い
。
作
り
置
き

は
し
な
い
」と
の
こ
と
。「
作

る
人
に
と
っ
て
は
売
れ
残
っ

て
捨
て
る
こ
と
が
耐
え
が
た

い
し
、
お
客
さ
ん
に
は
新
鮮

な
う
ち
に
食
べ
て
欲
し
い
」

と
い
う
こ
と
か
ら
だ
そ
う
だ
。

　
ま
た
、「
罪
悪
感
の
な
い

良
質
な
素
材
」
と
い
う
言
葉

も
載
っ
て
い
る
。
お
菓
子
に

通
常
使
わ
れ
る
精
製
糖
な
ど
、

健
康
に
悪
影
響
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
食
材
は
極
力
排
除

す
る
こ
と
を
ポ
リ
シ
ー
と
し

て
い
る
。

　「
少
し
で
も
罪
悪
感
の
少

な
い
ケ
ー
キ
を
提
供
し
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
だ
。

ち
な
み
に
「
自
分
が
食
べ
る

も
の
に
は
そ
れ
ほ
ど
こ
だ
わ

っ
て
い
な
い
」
と
い
う
の
が

面
白
い
。

　
た
だ
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の

食
材
は
値
段
が
高
か
っ
た
り
、

手
に
入
れ
に
く
か
っ
た
り
、

ま
た
お
い
し
さ
の
面
か
ら
技

術
的
に
克
服
す
べ
き
課
題
も

ま
だ
あ
る
と
い
う
。

　
さ
て
、
西
山
さ
ん
は
京
都

の
製
菓
専
門
学
校
で
学
ん
だ

後
、
す
ぐ
に
パ
テ
ィ
シ
エ
を

目
指
し
た
わ
け
で
な
く
、
道

に
迷
っ
て
い
た
。
だ
が
、
あ

る
と
き
や
っ
ぱ
り
パ
テ
ィ
シ

エ
に
な
り
た
い
と
思
い
立
ち
、

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
ビ
ザ

を
取
得
し
て
渡
仏
。

　
そ
こ
で
有
名
な
「
サ
ダ
ハ

ル
ア
オ
キ
・
パ
リ
店
」
で
働

く
機
会
を
得
て
、
ケ
ー
キ
作

り
に
目
覚
め
た
。
そ
の
後
、

色
々
な
お
店
で
働
い
た
が
、

「
組
織
の
中
で
や
る
よ
り
、

自
分
で
好
き
な
よ
う
に
や
り

た
い
」
と
帰
郷
し
、
ひ
つ
じ

製
菓
を
立
ち
上
げ
た
。

　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
し
て
も

そ
れ
ま
で
の
店
で
は
経
験
が

な
く
、
自
分
の
店
な
ら
と
い

う
こ
と
で
取
り
組
ん
だ
。
実

験
的
で
は
あ
っ
た
が
、
予
想

外
に
上
手
く
い
っ
た
。

　
実
は
、
予
約
が
簡
単
に
取

れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

店
主
一
人
で
は
製
造
量
に
自

ず
と
限
界
が
あ
る
た
め
だ
。

一
人
で
は
な
く
誰
か
に
手
伝

っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
ら
、

予
約
に
も
う
少
し
応
じ
ら
れ

る
し
、
少
し
楽
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
だ
が
、

今
の
ス
タ
イ
ル
を
続
け
る
と

な
る
と
、
そ
れ
も
難
し
い
よ

う
だ
。

　
先
日
、
県
外
の
人
が
ひ
つ

じ
製
菓
に
興
味
を
持
っ
て
訪

れ
た
そ
う
だ
。
西
山
さ
ん
は

そ
の
こ
と
を
喜
ん
で
い
て
、

「
自
分
の
店
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
が

こ
の
地
域
に
来
て
く
れ
た
ら

い
い
な
」
と
言
う
。

　
こ
ん
な
ユ
ニ
ー
ク
な
店
が

境
港
に
あ
る
の
は
驚
き
だ
。

こ
れ
か
ら
も
着
実
に
続
け
て

い
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、

エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。
　
Y

境港青色申告会  青色ひろば

インターネットの基礎知識 ②

調べごとに便利な検索機能
　前回このコーナーでご案内したのは、インターネッ

トの検索機能を使って「境港のお天気」を調べるという

ことでした。今回も、もう一度検索機能を使ってみま

しょう。

　検索文字欄（検索窓）に「境港市」と打ち込んでみます。

すると、検索の一番上に「さかなと鬼太郎の町境港市

(境港市役所)」のホームページが出てきます。防災情

報・緊急情報を知りたければ、ここを見ればいち早く

わかりますよ。

　2番目に、「境港市-Wikipedia」という境港のことを

説明したページが出てきます。私たちが住んでいる境

港市について、細かく記載されています。知っている

ことや知らないことなど、たくさん書いてありますよ。

　そのページの「歴史」という項目には、「縄文期から古

墳期にかけての遺跡は比較的多い」とあります。奈良

時代には、「夜
よみのしま

見島」といわれていたそうです。

　このように、インターネットを使って検索（調べる）

することで、今まで知らなかったことがすぐに分かる

ようになりました。

　漢字が思い出せないときなども、ひらがなで入力し

てみてください。ほとんどの漢字が出てきます。皆様

も、ぜひ使ってみてください。ちょっとした調べごと

などに、本当に便利に使えます。

　次回は、もっと便利な「ネットショッピング」につい

てご紹介します。お楽しみに。

　このコーナーを読んでいただき、少しでも生活のお

役に立てていただければと思っています。

　　PEGAZOU shop ぺガ蔵

　　佐々木 隆成

女
性
部
だ
よ
り

岡
山
県
新
見
市
方
面
へ
視
察

くれぱす
ベーカリー

●

くれぱす
ベーカリー

●

●
境
高
校

●
境
高
校

●

ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
ヒ
ー
ロ
ー●

ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
ヒ
ー
ロ
ー

北

ひつじ製菓
（旧西山商店）

純損失の繰越控除の一例

赤字となった年

白色申告者 青色申告者

（課税）

翌年の黒字

（課税）

2年目の黒字

（課税）

3年目の黒字

（課税）

△ 5,000,000

0

2,000,000

2,000,000に対して課税

2,000,000

2,000,000に対して課税

2,000,000

2,000,000に対して課税

△ 5,000,000

0

2,000,000

0

2,000,000

0

2,000,000

1,000,000に対して課税

純損失の繰越控除の一例
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来
年
１
月
に
棋
聖
戦
が
夢

み
な
と
タ
ワ
ー(

竹
内
団

地)

で
行
わ
れ
ま
す
。
同
タ

ワ
ー
で
の
対
局
は
、
タ
イ
ト

ル
ホ
ー
ル
ダ
ー
・
井
山
裕
太

棋
聖
と
挑
戦
者
の
間
で
行
わ

正解と当選者

米子鬼太郎空港ホームページ　リニューアル！！

米子鬼太郎空港のホームページがリニューアルしました！
アイコンや文字が大きくなり、スマートフォンでもとても
見やすくなりましたよ♪ 空港の最新情報を掲載してい
ますので、ぜひ一度覗いて見て下さいね☆
また、公式フェイスブックにも情報を発信していますので、
フォローと「いいね！」をよろしくお願いします♪

公式ホームページ（https://www.yonago-air.com/）
公式フェイスブック（https://www.facebook.com/YonagoAirport/）

れ
る
７
番
勝
負
の
う
ち
の
第

２
局
で
す
。
棋
聖
を
５
連
覇
、

あ
る
い
は
通
算
で
10
期
以
上

獲
得
し
た
棋
士
は
、
引
退
後

か
60
歳
以
降
に「
名
誉
棋
聖
」

と
な
る
資
格
を
得
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
名
誉
棋
聖
と
な
っ

た
の
は
二
人
だ
け
。
井
山
棋

聖
は
す
で
に
６
連
覇
し
、「
名

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

誉
棋
聖
」
の
資
格
を
得
て
い

ま
す
。
井
山
棋
聖
の
７
連
覇

 

国
際
交
流
の
日
～
中
国
・

 

モ
ン
ゴ
ル
を
楽
し
も
う
！
～

　
中
国
・
モ
ン
ゴ
ル
の
文
化

に
触
れ
よ
う
。
太
極
拳
の
ス

テ
ー
ジ
や
ふ
る
ま
い
な
ど
、

様
々
な
催
し
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。
開
催
日
の
11
月
24

日
限
定
で
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

の
入
館
料
が
無
料
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
、
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

日
時
　
11
月
24
日
㈯
　
午
前

10
時
～
午
後
３
時

場
所
　
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
館

内

 

ナ
ゾ
ト
キ

 

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
に
ち
り

ば
め
ら
れ
た
謎
を
解
き
明
か

せ
！

日
時
　
10
月
６
日
㈯
～
12
月

25
日
㈫
　
午
前
９
時
～
午
後

５
時(

最
終
受
付
時
間
＝
午

後
４
時)

場
所
　
夢
み
な
と
タ
ワ
ー 

展
望
室
、
３
階
展
示
室

料
金
　
５
０
０
円(

入
館
料

含
む)

　
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

(

☎
47
︱
３
８
０
０
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
る
か
、
と
て
も
楽
し
み
で

す
。

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

境家具（㈲境家具販売所、東本町)の一押し商
品「キリム柄カーペット」のキリムとはどの地
方で発祥した手織物でしょうか。(ヒントは５
ページ)

① ペルシャ地方
② ヨーロッパ地方
③ 東北地方

ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、
境港商工会議所ニュースについてのひとことを明記
して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

11月９日㈮(当日消印有効)応募締切

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

スポンサー　　㈲境家具販売所

賞品  キリム柄のカーペット
　　　　　 2名様

8

商工会議所会員を招いて

招待席
【事業所のあらまし】

代 表 者	 青木和幸(あおき・かずゆき)

所 在 地	 境港市渡町3644

T E L	 0859-57-4598

営業時間	 10：00～18：00

休 業 日	 毎週火曜日、第2・4水曜日

事業内容	 喫茶店

○創業のきっかけ？…当時、本職であるデザイン業の新事
務所を探していました。空き店舗だった当店を見学に訪
れた時、店内に備え付けられていた棚やコーヒーカップ、
ピアノやスピーカーなどが素晴らしく、これらを無くし
てしまうのはもったいないと感じました。2代目だった
前オーナーから「デザイン業と兼務して喫茶店を引き継
いでみないか」と提案を受けて一念発起し、今年の10月
1日で丸2年を迎えました。
○おすすめ＆セールスポイントは？…店内で焙煎している
「深煎りブレンドコーヒー」はコーヒー通に人気です。豆
には高品質なスペシャルティコーヒーを仕入れていて、
約12種類用意しています。また、状態の悪い豆をひと
つひとつ取り除いたり、酸化させ過ぎないように気をつ
けるなど、細部にまでこだわっています。この店を引き
継ぐと決めてから、コーヒーのライセンスを持つ友人に
一から教わり、現在でも最新の情報を取り入れる一方、
初代のオーナーから続く秘伝の入れ方も習得しています。
○お客様は？…中高年の人や主婦が大半です。当店は
1990年から続くコーヒー専門店なので、その頃から来
店されているお客様も多いです。
○今後の事業展開（展望）？…以前から店内で開催している
写真や絵、紅茶などの文化講座やジャズライブを、今後
も続けていきたいと考えています。店内に流れているジ
ャズ音楽や、飾っている自作の絵など、芸術をプラスし
た憩いの空間を提供していきたいです。
○一言PR！…手作りのケーキも用意しています。音楽、
芸術が調和した店内で、ゆっくりコーヒーを飲みに来て
ください。

江島大橋

ユ
ニ
サ
ン
●

ユ
ニ
サ
ン
●

セ
ブ
ン
　

イ
レ
ブ
ン●

セ
ブ
ン
　

イ
レ
ブ
ン●

●
Ｇ
Ｓ

●
Ｇ
Ｓ

北

SWING
Cafe

コーヒーを入れる青木オーナー

大きな屋根が特徴の店舗外観

（スイングカフェ）

ペ
ン
を
置
い
て

　
前
回
ク
イ
ズ
の
問
題
は
、

「
㈲
ハ
セ
ガ
ワ(

本
町)

の
一

押
し
商
品
で
あ
る
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
に
は
、
鳥
取
県
特
産

の
果
物
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
果
物
は
何
で
し
ょ
う

か
」
と
い
う
も
の
で
、
正
解

は
②
の「
20
世
紀
梨
」で
し
た
。

当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
泉
潤

子(

竹
内
町)

▽
柿
本
三
智
枝

(

日
ノ
出
町)

▽
前
門
蒼
桜

(

外
江
町)

▽
鈴
木
祥
三(

上

道
町)

▽
金
田
葉
子(

米
子

市) 賞
品
　
梨
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

ス
ポ
ン
サ
ー
　
㈲
ハ
セ
ガ
ワ


